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MeSO-net  

M4.1,  depth 41.1 km       2010.10.19 22:24 
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M4.1, depth 41.1 km,  2010.10.19 22:24                               
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H25綾瀬川断層帯南部 

H26武蔵野台地東縁 
（都心部） 

石山ほか（2011）に加筆 石山ほか（2011）に加筆石山ほか（2011）に加筆

H28秦野-横浜沈降帯 

（都心部）
HH2266武武蔵蔵野野台台地東縁
（都心部）

H27武蔵野台地東縁 
（和光-戸田） 

浅層反射・変動地形調
査と既存測線の再解析
を実施し、形状と活動
性を解明 
 
H25 綾瀬川断層南部　 
- 推進本部は南部は活断層
ではないと評価したが、
活断層の可能性大 
 
H26 武蔵野台地東縁（和
光-戸田） 
- 活断層が伏在している可
能性 
 
H27 武蔵野台地東縁（都
心部） 
- 活断層が伏在している可
能性 
 
H28 秦野-横浜沈降帯 
- 段丘面の褶曲変形のみ、
活断層が伏在している可能
性大 



関東平野に伏在する活断層：北関東測線の例 

野田隆起帯 

綾瀬川断層北部 

荒川沈降帯 

大大特・北関東測線 

青線：既存の深部構造探査測線 

深部構造探査断面と周辺の地質・深井戸を対比
することにより、伏在断層の分布や構造が明ら
かになってきた 

Ishiyama et al., 2013, GRL�



H25年度の観測計画：綾瀬川断層南部の高分解能反射法地震探査 

綾瀬川断層南部 

最終間氷期の段丘面（MIS5a-5c）の
撓曲崖 

埼玉県（1996）Line A 

Miura Pen

Boso Peninsula

Sagami Trough

Figure 2(a)Figure 2(a)
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・H24年度：既存断面と変動地形を再検討 
→綾瀬川断層南部において、既存の断面（埼玉県活断層調査、大
大特北関東測線など）に見られる変形帯直上に、最終間氷期の
段丘の撓曲崖が認められることを確認 
 
・稠密発振・受振（10m）でかつ高エネルギー震源を用いた高
分解反射法地震探査をH25年度に実施 
→地下2 kmまでの構造を高分解能で捉え、伏在断層の実態を理
解する 
 

・推進本部（2000）短い測線の浅層反射断面の不鮮明な下部で
断層がないと判断 



H25年度 綾瀬川断層南部の高分解能反射法地震探査 
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・H24年度：既存断面と変動地形を再検討 
→綾瀬川断層南部において、既存の断面（埼玉県活断
層調査、大大特北関東測線など）に見られる変形帯直
上に、最終間氷期の段丘の撓曲崖が認められることを
確認 
 
・H25年度：稠密発振・受振（10m）固定展開・中
型バイブロ震源を用いた高分解反射法地震探査を実施
（測線長約5km*2本） 
→データ取得は終了、現在編集中。年度後半に解析を
実施 

綾瀬川断層南部 

（上）エンビロバイ
ブを使用した都市部
での発振作業 
 
（下）昨年度導入し
たポータブル独立型
レコーダーGSRの展
開 



H25年度 綾瀬川断層南部の高分解能反射法地震探査 
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・H24年度：既存断面と変動地形を再検討 
→綾瀬川断層南部において、既存の断面（埼玉県活断
層調査、大大特北関東測線など）に見られる変形帯直
上に、最終間氷期の段丘の撓曲崖が認められることを
確認 
 
・H25年度：稠密発振・受振（10m）固定展開・中
型バイブロ震源を用いた高分解反射法地震探査を実施
（測線長5km*2本） 
→データ取得は終了、現在編集中。年度後半に解析を
実施 

綾瀬川断層南部 

Shot gather VP1219  5 stack, Loc.1213-1260ShoShoShoShoShoShoShoShoShoShoShoShoShoShoShoShoShoShoShoShoShot gt gt gt gt gt gt ggt gt gt gt gt gt gt gt gt gt gt gt ggathathathathathathathathathathathathathathathathathathhhather er erer ererer erererer er er er er ererererer er VP1VP1VP1VP1VP1VP1VP1VP1VP1VP1VPVPVP1VPVVP1VPVP1VP1VPVP 2192192192192192192192192192192192192192121921921921919219 55555555555555555555 stststststststststststststststsstsstackackackackackackackackackackacackacacacackacac , L, L, L, L, L, L, L L, L L, L, LL, L, LLLLoc.oc.oc.oc.oc.oc.oc.oc.oc.oc.oc.oc.oc.oc.oc.oc.c.oc.1211211211211211211211211211211211211211211211211211211211211213-13-13-13-13-13-13-3-13-13-3-13-13-13-3-13-13-13-13-13-13- 26026026026026026026026026026026026026026026026060260260260260GSR記録例： Line-A ショット記録（Diversity Stack）  



H25年度 綾瀬川断層南部の高分解能反射法地震探査：初期的な結果 

・H25年度：稠密発
振・受振（10m）固
定展開・中型バイブ
ロ震源を用いた高分
解反射法地震探査を
実施（測線長5km*2
本） 
→データ取得は終了、
現在編集中。年度後
半に解析を実施 

Line B Brute stack

Line A

Line B

大大特　大宮-野田測線　深度断面 VE = 2 
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